




Community planning in hilly and mountainous areas where aging progresses 
 







































































































































































































































  「人々の間の共通理解が増す」  
  「人々からそれぞれに個人としての情報蓄積を深める」  
  「人々の間の心理的共振が起きる」  
という3つの相互作用が自然発生的にあるいは自己組織的
に起きた。 


















   
 今後も、この「ものみりょくプロジェクト」の取り組み
を物見地区住民主体で、津山市包括・社協、行政、そして、
美作大学が協働・連携しながら継続的に進め、高齢化・過
疎化した中山間地域でのいきいきとした暮らしを実現して
いく方法を明らかにしていきたい。 
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